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深層心理学的観点からの 「視点の深化の過程」に関する研究

一 芥川龍之介の 「杜子春」 よ り一

石 川 友 香

【要 旨 】

筆者が これ まで論 じて きた 「視点の深化の過程」は、障害児 を育て る母親の経験 を語って もらうなかで見 出され

た ものであ り、それゆえ に比較 的 「意識」に近 いところで生 じていた過程について論 じていたと考 えられる。 しか

しこの 「視点の深化の過程」は、意識 に近い水準 だけではな く 「無意識の水準 によ り近い」 ところにも生 じ得 る過

程で はないかと仮定 し、その様子 は文学作品の分析 を通 じて見 出されるのではないか と考 えた。そ こで、本論文 に

おいては芥川龍之介の 「杜子春」 をとりあげて、 この物語を深層心理学的な観点、特に主 人公 とイメージ との対話

(折衝)と い う観点か ら論 じ、そこに描かれてい る 「視点の深化 の過程」 について考察 した。さ らに作者であ る芥

川 について も言及 し、 この物語が描かれた背景や この物語の中に芥川が意識せず に表現 して しまっていることにつ

いて深層心理学的 な観点から論 じるとともに、 この物 語の中に見出 させる 「視点の深化の過程」は芥川自身の内的

体験その ものだったのではないか と考察 した。

1.は じめに

筆者 はこれ まで に人 が 自分 自身の 内面 に よ り深 く関わ って い くなか で両極 的 な考 え を抱 くように なる過

程 を 「視 点の深 化 の過程 」 と して捉 え、 その あ り方 を障害 児 を育 て る母 親 の経験 を通 して示 して きた。 そ

して、 「視 点 の深 化 の過程 」 とは 「1考 え方 が変 わ る よ うなあ る出 来事 が 生 じるHそ の 出来事 が

きっか け となって 以前 とは違 う考 えが生 じて くるm以 前 とは違 う考 えが さ らに発 展 す るIVIが 生

じる以 前 の考 え とそれ とは違 う考 えの両 方が併 存 す るV一 方の 考 えが 内 に存 在 す る ことを意 識 した上

で他方 の考 えを 自 らの意 志 で選択 す る と同時 に、 また新 たな視 点 の深化 の過 程 の出発 点 に立 つ」 とい う螺

旋 状の 円環 的 な一連 の過 程 と再定 義 した(石 川2000,2002)。

しか しなが ら、 これ まで筆 者 が扱 っ て きた 「視 点 の深化 の過 程」 は、そ の個 人の 「考 え」 を中心 に扱 っ

てい るた め に、い わば 「意識 」 に比較 的近 い水 準 での 「視 点の 深化 の過 程」 と も言 え る。 この 「視 点 の深

化 の過 程」 が 、人 の心 の構造 、 つ ま り意識 ・(個 人的 ・普 遍的)無 意識 の あ らゆ る水 準 に渡 っ て生 じうる

過 程で あ る とす るな らば、 これ まで筆 者 が扱 って きた水 準 よ りも深 い ところ、・つ ま り、 人の 意識 が及 び に

くい 「無 意識 の水 準 に よ り近 い」 ところで もこの過程 は生 じて いる こ とにな る。

そ こで 本論 文 にお い ては 、 「無 意識 の水 準 に よ り近 い」 とこ ろにお い て もみ られ るで あ ろ う 「視 点 の深

化 の過程 」 を扱 っ て、そ の現 れ方 を論 じてい きたい と思 う。

2.文 学作品の研究の意義について

本 論 で は 「よ り無 意識 の水 準 に近 い」 ところで生 じてい るで あ ろ う 「視 点 の深 化 の過程 」 の様子 を、 あ

る一つ の文 学作 品 の 中 に描 かれ て いる 「視 点 の深 化 の 過程 」 を論 じる こ とに よっ て見 てい こう と思 うが、

こ こで深 層心 理学 的 分野 にお け る文学 作 品の研 究 の意義 とい う こ とに関 して、 ご く簡 単 にで はあ るが触 れ

て お きた い。Jung(1921)は 文 学作 品 とい う もの は、 あ る一個 人 の作 り手(作 者)に よって作 り上 げ ら

れ た もので あ るため に、 もちろん そ の作 者個 人 の喜 び ・苦悩 ・願 望 な どが表現 され てい た り、 また作者 が

意 図的 に作 中 にモ チ ー フ を盛 り込 ん だ りす る こ と もあ ろ うが 、 それ だけ では な く作 者 の無 意識 の 中か ら湧

きあが って きた発 想 な ど も当然 存在 してい る ので あ り、 そ れは個 人 を越 えて他 の人 に も共 通す るこ とを表

現 してい る もので あ る と述 べ てい る。 そ してい わ ゆる名 著 とい われ る作 品 におい て は、 い わ ば集合 的無 意
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識 の諸 内容 を作 品 の中 に描 き出 して い るので あ り、そ れ ゆえ にその 時代 だ けで はな くそ の後世 におい て も

大 きな影響 を及 ぼす こと もあ る のだが 、 これ らの作 品 にお い て描 か れ た ことが らの真 の意味 を作者 が完 全

に意識 して い るか、 とい えば そ うで もない ので あ る とも述 べ てい る。

この よう に文学 作 品 を深 層 心理 学 的 な観 点か ら分 析 す る こ とは作者 個 人 を分析 す る こ とに と どま らず 、

多 くの 人 に共通 す る無 意 識的 内容 の分 析 に も通 じる こ とに もなる と考 え られ る。 そ れゆ え に文 学作 品 の分

析 を通 して その 中 に描 か れ てい る 「視 点 の深化 の過 程」 を見 出 して い くことは、 まさ に 「無 意 識 の水準 に

よ り近 い」 ところ に生 じた 「視 点 の深化 の過 程」 を扱 う ことにな ろ う と考 え られ る。

3.「 杜子春」(芥川龍之介)に 関する研究について

今 回 の研 究で取 り上 げる文 学作 品 は芥 川龍之 介 の 「杜 子春 」 であ る。 この作 品 を選 ん だ理 由に は、 第一

に、作 品 には主 人公が 「魔 性」 をは じめ とす る様 々な イ メー ジ と対 峙す る様子 が描 かれ てい るた め、 これ

らの分析 を通 して、比 較 的無 意識 に近 い と ころ に生 じた 「視 点 の深 化の過 程」 を見 いだせ る こ とが 可能 な

の では ない か と考 え たか らで あ る。 また、芥 川龍 之 介 は大 正期 の 日本 文学 界 を代 表す る作 家 で あ り、 「杜

子 春」 は彼 の児童 文学 作 品の 中で最 も有名 な作 品 の一つ で ある ため 、作者 ・作 品 ともに文学 界 を は じめ と

す る様 々な分 野 での研 究 が な され てい るが 、深層 心 理学 的 な観点 か ら論 じられて い る ものは、 ほ とん どな

い か らであ る。

以 上 の よ うな理 由 か ら本 論 では 芥川 の 「杜 子春 」 を深層 心 理学 的 な観 点か ら論 じてい こ うと思 うが、 ま

ず始 め に主 に文学 的 な観点 か らこれ まで に論 じられ て きた こ とを概 観 しよ うと思 う。

芥 川龍 之介 の 「杜子 春」 は 、大正 九(1920)年 七 月 に児童 学術雑 誌 『赤 い 鳥』 第五巻 第 一号 に発 表 され

た童 話作 品で あ る。 この作 品 は全 くの芥 川 の オ リジナ ル作 品で は な く、 中国唐 代 の伝記 「杜 子 春伝」 を踏

まえて書 か れた もので あ るが 、原典 と芥 川 の 「杜 子 春」 とどの点 が どれ だけ違 うのか 、 とい うこ とに関 し

て は、研 究者 の間 で も様 々な見解 が あ る。

細 か い点 に おい ては 、成 瀬(1989)が 指 摘 して いる ように、 最初 の場 面 設定 の 相違(原 典 で は 「長 安」

であ り、 芥川 の初 出の 「杜子 春」 で も 「長安 」で あ った が、 後 に 「洛 陽」 に変 更 され る)や 、 呂洞賓 作 の

漢詩 の挿 入(原 典 な し)、鉄 冠 子 とい う仙 人 の名(原 典 な し)な どがあ げ られ てい る。 しか し、特 に原 典

との相 違 で多 くの学 者 が注 目 してい るの は、杜 子春 が 仙人 を志 す こ とを決 めた動 機 と、結 末 の部分 で あ る。

しか しなが ら、原 典の 「杜 子春伝 」 に 関 して は、研 究 者 の間 で も細 か い部分 の解 釈 の違 いが 存在 してい た

り(内 山1985、 西岡1984)、 原典(漢 文)の 誤 読 と思 われ る解説 や芥 川 の 「杜 子春 」 の強 い印象 の影 響 も

あ って原 典の 文脈 が歪 め られ た解 釈 が され てい る とい う指摘(西 岡1984)も あ るた め、二 つ の作 品 を比

較 して相違 点 を厳密 に論 じるの は難 しい 。

しか し、 こ こで は原典 と芥 川 の 「杜子 春 」 の違 い を厳 密 に論 じる こ とが 目的 なの で は な く、 「杜 子 春」

が 「芥 川 の作 品」 であ る こ とを示 す ことが 目的 であ るの で、 二つ の作 品 の内容 の違 い を大 まか に示 す こ と

だ けで も十分 であ る よ うに筆 者 に は感 じられ る。 以 下 にその違 い につ い て言及 した解説 を、物語 の あ らす

じの提 示 も兼 ねて 引用 したい と思 う。

『杜 子 春』 は中 国の伝 記 『杜子 春伝 』 を踏 まえて 、童話 化 した もので ある。杜 子 春が仙 道 を志 して、仙

室 内 に試験 を受 け 、喜 、怒 、哀 、催 、悪 、欲 の六 情 には負 け なか っ たが、最 後 に 「愛」 の試 験 に落 第す る

とい う ところ まで は原文 と違 わ ない。 そ れ は七情 の うち、 「愛 」 の執 着 が もっ と も強 い こ とを語 るの で も

あ るが 、 師た る仙 人は その ため に仙薬 をつ く りえず 、杜子春 もまた仙 人 にな りそ こな って ともに失意 嘆息

す る とい うの が原 典の 主 旨で ある。 これ に対 して芥 川 は、仙 人 にな りた いた めに、 父母 の苦 しみ を黙 って

み てい る ような人 間 な らば、即座 に 「命 を絶 って しまお う」 と思 っ た と、仙 人 に云 わせ て い る。仙 人 とな

って愛 苦 を超 越す る よ り、平 凡 な人 間 として愛情 の世 界 に生 き、 の どか な生 活 をす る方 が、 は るか に幸福

だ と、杜子 春 とと もに作 者 も考 え たので あ る。平 凡 な人情 、通 俗 的 な道 徳 を肯 定 してい る よ うだが、 そ こ

に は原 作 にな い、 この作 品 の倫理 的 な美 しさが あ る。(吉 田精一 「『蜘 蛛 の糸 ・杜子 春』 につい て」)



深層心理学的観点 からの 「視点の深化の過程」 に関す る研究一芥川龍之介の 「杜子春」 より一 213

多少 補 足 す る と、吉 田は 「杜 子春 が仙 道 を志 して」 と述べ て い るが 、研 究者 の 間で は芥 川 の 「杜 子 春」

で は、貧 乏 にな って しまった杜子 春 は老 人(仙 人)が 与 えた お金 を二度 は受 け取 ったが 、三 度 目 に 「人 間

の 薄情 さに に愛 想 が 尽 き」 た と言 っ て断 り、 「だか ら仙 人 に な りた い」 と仙 道 を志 す の に対 し、 原典 の

「杜 子 春伝 」 は老 人(仙 人)の お金 を三度 受 け取 り、 そ の老 人 の恩 に報 い るた め に も、 最後 のお金 で 身辺

整 理 を した後 、老 人(仙 人)の 所 に向か う とい う違 いが あ る と論 じられ てい る。

また、 主 旨 に関 して も原典 にお いて は、 「施 術 者 と被 術 者 が二 人 一組 に な って長 生 の術 を求 め 、施術 者

に よって与 え られ る禁忌 を被 術 者が破 る こ とによ って術 が こわれ る」 とい う印度 説 話 に由来 す るモ テ ィー

フの存 在 や この ような長 生術 と西 洋 の錬金 術 との類似(西 岡1984)が 指 摘 されて い るが、 芥 川の 「杜 子

春 」 では それ よ りも倫理 観 ・道徳 観 の ほ うが 取 り上 げ られて お り、 多少 趣が 異 な ってい る よ うな印象 を受

け る。 そ して、 禁忌 を破 る状 況 も異 なっ てお り、 芥川 の 「杜子 春 」 に 関 して は上の 引 用の 通 りで あ るが、

原 典 では、 実 は杜子 春 は女 に転生 してお り、 夫 に よって子 ど もが石 にぶ つ け られ るの を見 て思 わ ず声 を発

した、 とい う話 にな ってい る。最 後 の部分 におい ては 、原典 も芥川 の 「杜子 春」 も元 の世 界 に帰 っ て くる

の は同 じで あ るが 、原典 の方 で は杜子 春 の失敗 に よ り、老 人(仙 人)は 仙 薬 を作 るこ と(煉 丹 術)に 失 敗

し、杜 子春 は仙 人 に なれず 、落胆 して元 の世 界 に戻 る ことに なる。 杜子 春 と老 人(仙 人)の 別れ の場面 に

お い て も原 典 では 「私 の薬 は もう一度 煉 る こ とは で きる し、あ な たの身 体 もなお 世 間 に受 け 入れ られ るで

しょ う。 しっか りお や りな さい。」(内 山1985)と い う文 で終 わ って お り、 この 点 にお いて も芥 川 の 「杜

子 春」 とは大分趣 が異 なって い る とい え よ う。

実際 に芥 川 自身 も初 出誌 の付記 に 「これに杜 子春 の 名 はあつ て も、名 高 い杜子 春伝 とは所 々、大 分話 が

違 つて ゐ ます 。」(菊 池他1985)と 述べ て い た り、 河西 信 三宛 の書 簡 に 「拙 作 『杜 子春 』 は唐 の小 説杜 子

春伝 の 主人公 を用 ひを り候 へ ども、話 は213以 上 創作 に有 り之候 。」(菊 池他1985)と 記 して いる。 この点

に関 して は、 「原 型 に取材 した創 作 と して うち だ されて い る」(滑 川1956)と い う ように 「杜 子 春」 を芥

川 の創 作 と して認 めて いる評 価 や、 さらには 「芥 川龍 之介 は、 果 た して 『杜 子春伝 』 の原 文 を読 んで い る

のだ ろ うか。」(内 山1985)と い う疑 問 さえ もあ り、 「杜 子春 」 を芥 川 自身の作 品 と して捉 え る こ とが で き

る とい う意 見が 大多 数で あ る。

しか し一方 で 「原 典 も愛 の尊 厳 を提 唱 す るモ チ ー フを持 ってい る」 とい う意見(伊 東1998)や 「純 粋

に両者 の対 比 の上 に立 って み る と、 人間 観 と文章 の差 異が ご く表面 的 に認 め られ るだ けで、原 典 か らの文

学 的成 長、 す なわ ち芥 川 自身の 内部 よ りす る人間 や人生 の再現 といっ た独 自 な創 造力 が少 しも働 いて い な

い。」(塚 田1956)と い う意見 もある。

この よう に、研 究 者の 問で も意 見が 一致 してい ない状 態で は あるが 、先述 した よ うに原 典 の 「杜子 春伝 」

と芥川 の 「杜 子 春」 が全 く同 じ物 語 では ない のは 一 目瞭然 で ある。確 か に、 芥川 は原 典 の 「杜 子春 伝」 を

踏 まえて 「杜子 春」 を書 い たので あ るか ら、原 典 のモ チ ーフ を意識 的 に も無 意識 的 に も取 り込 ん でい る に

は違 い ない。 しか しなが ら、芥 川独 自の発 想 も盛 り込 まれてい る もの事 実で あ り、 それ ゆ えに本論 で 「杜

子 春」 を 「芥 川の作 品」 と して扱 って論 を進 めて も問題 は ない よ うに感 じられる。

ところで 、芥 川 の 「杜 子春 」 の評価 におい ては 、童話 とい う観 点 か らの評 価や 、修 辞 の問題 、芥 川が 無

意 識 に表現 した もの、作 品が 書 かれ た と きの 時代背 景 な どに言 及 した論 文 もあ る。滑 川(1956)は 芥 川の

「杜 子 春」 につ いて 「芥 川 の児童 文 学作 品 中 もっ とも高 く評価 して いい 名作 といつ てい い だ ろ う。 中 国の

伝 承 的 な話 篇で 、原 型 は ひ じ ょうに残酷 な もの だ と言 われ てい る。(中 略)地 獄 の 呵責 にあ う箇所 も、童

話 的で 異常 なつ つ こみ かた を してい ない のは 、年少 の児 童 を対象 と して意識 したか らだ ろ う。 人 間愛 を謳

歌 す る結末 にみち びい たの も、美 しい児童 文学 を作 ろ うとす る意 図が あつ たか らにちが い ない。構 成 も緊

密 で 内容 も健 康 な作 品で あ るが 、芥 川 自身 を さい な む孤 独 感 がつ きま とつ てい る。」 と論 じて い る。 さら

に、滑 川(1956)は 芥川 が 「杜 子 春」 を書 いた ときは、第一次 世 界大 戦後 の 「デモ ク ラシー の明 るい展 開」

の 時代 で あ り 「『赤 い 鳥』 を中心 とす る童 心 主義 児 童文 学 の 開花期 にふ さわ しい地盤 が で きて いた ので あ

るが、 そ れ と と もに物 価 の騰 貴 ・労資 の対 立 も しだい にめ だ つ て来 る」 時代 で あ る こ とに触 れ 、 「労働 争

議 の激増 ・米 騒動 の現 実 と社 会主 義思 想 の発 展 が 、か れの い だいて い た懐 疑 をいつ そ う深 くし、 人間愛 に

つ い て、道 徳 につ い て なや ませ 、ユ ウウ ッの影 を濃 くさせ て い く。」 とい う状 況 で あ った こ とが論 じられ

て い る。 また宮本(1929)は 芥川 が 「あ らゆ る孤 猫 な小 ブル ジ ョア的 イ ンテ リゲ ン トの や うに 『善 悪 の彼
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岸』 に立 つ こ とを愛 して ゐた」 が 結局 はそ れ は為 し得 ず に終 わ り、 「杜 子 春」 な どの童話 か ら 「い か に氏

が 一時代 の一 階級 の道 律 を こえ る こ との出 來 なか つ たモ ラ リス トで あつ た か の讃左 となる であ ら う。」

と論 じてい る。 さ らには 、「杜 子春 」 の最 後 の場 面 で主 人公 杜子 春 が母 を呼ぶ 声 に 関 して、芥 川の 「母 を

呼 ぶ真 実 の声」 とい う視 点 か ら論 じてい る論文 も見 られ る(平 岡1982)。

以 上の ように芥 川 の 「杜 子春 」 は文学研 究 や比 較 文化研 究 の分 野 にお いて様 々な側面 か ら論 じられて い

るが 、 またそ れ とは異 な った分 野 にお いて独 自の観 点か ら 「芥 川研 究」 が 行 われ てい る。 その 中で も特 に

重 要 だ と思 わ れ るのが病 跡学 の分 野 であ ろ う。

病 跡学 とは、 「傑 出 した 人物 にお ける精 神生 活 と創 造 活動 の 関連 を精 神 医学 ない し精神 病理 学 の立 場 か

ら解 明 しよ う とす る」 学 問(加 藤 編1993)で あ る。 その た め、 本論 にお いて も病 跡 学の 立場 か ら論 じら

れた芥 川像 を通 じて芥 川の 「杜 子春 」 を眺 め るの も とて も意味 のあ る こ とで あ ろ うと思 われ る。以 下 にお

いて は この よ うな観 点 か ら論 じてい こう と思 う。

4.芥 川龍之介に関する病跡学からの研究について

あ る作 品 に描 か れた世 界 を よ り深 く探 求 しよう とす る ときに は、そ の背 景 にあ る もの、 つ ま り作者 自身

の分析 が重 要 とな って くる。 特 に本論 で は、 芥川 が 「杜 子 春」 を通 して描 い た世界 を見 よう と して いる た

め、 ど う して も芥 川 自身の こ と、そ の 中で も特 に芥 川の場 合 は この作 品が描 か れ た と きの彼 の精 神 的な状

態 に触 れ てお く必要 が あ るだ ろ う。 この 点 に関 して は病跡 学 的観点 か ら、 芥川 の人 生全般 に渡 って実 に詳

細 な分析 が な され てい る研 究 が い くつか あ るが、 本項 で は芥 川が文 学作 家 と して活 躍 して いた時期 に焦点

を絞 って ご く簡 単 に触 れてい きたい と思 う。

井上(1981)と 福 島(1983)は 、芥 川 の創 作時 代 を五 期 に分 け て彼 の病気 と創造 の 関係 を論 じてい る。

以 下 にお いて は福 島(1983)が 論 じてい る内容 を筆 者 が ま とめた もの と、創 作 活動 以外 で芥 川 の個 人 史上

特 に重 要 だ と思 われ た出 来事(関 口1992、 浅野他 編2000を 参照 した)を ご く簡単 に示 す。

一

創 作 に関 して は文壇 に登場 し始 めた時 期 で あ り、執 筆依 頼 も多 く旺盛 な創 造 力 を発 揮 して い る。 「羅生

門」、 「鼻 」、「芋 粥」、 「地獄 変 」 な どの初期 の代 表作 が書 かれ た。作 品 は古典 に題 材 を と り知 的で技 巧 的 な

構成 を とった もの が 多 く、特 に死 ・老年 な どのテ ーマ が 多い 。 「忠義 」 や 「二 つの手 紙」 な ど には病 的 な

もの思 わせ る内容 は あ るが、 は っ き りと精神 病 的 な体 験 に基づ くもの とは思 われ ない もの であ る。

【大 正5年7月 に大 学 を卒業 、 同年12月 海 軍機 関 学校 の 英語 の 嘱託 教官 と して就 職 。 同 月、 師夏:目漱 石 が死

去。 か な りの 衝撃 を受 け てい る。大 正7年 結 婚、 新居 を構 え る。】

』 期(大 正8-9年:27歳 ～28歳)

旅 行 ・創作 ・交 友 な どに活躍 し、心 身共 に活発 ・健康 に見 えた時期 。 手紙 ・日記 な どに も神 経衰 弱 や不

眠 な ど不 調 を訴 える記 録 は残 って い ない。

しか し、作 品の 中 には精神 病 理学 的 に見 る と分裂 病 的1)な 体 験 と見 られ る記 述 が多 い。 た とえば、 「妖

婆」(人 物誤 認 ・妄想 知覚 ・衝 動行 為 の内容 あ り)、 「影 」(自 己像 幻視 ・妄 想 的意識 性 ・実 体的 意識 性 ・妄

想知 覚 の 内容 あ り)、 「奇妙 な再会 」(幻 聴 ・機 能幻 覚 ・体感 幻 覚 の内 容 あ り)な どが あ げ られ る。 これ ら

の記 述 は 、 「当時 の精神 医 学 書 な ど を読 ん だだ けで は到 底 描 き得 ない ような体 験 が 正確 に描 かれ て い る」

内容 で あ り(井 上1981)、 芥川 自身の体験 が 先行 して い た と推 測 され てい る。

【大正8年 に大 阪毎 日新 聞社 に入社 、創作 専従 の 生活 に入 る。 大正9年4月 、長男 誕生 。 大正9年7月 頃 よ り河

童の絵 を しき りに描 くように なる。】

1皿期(大 正10-11年'29歳 ～30歳),

健康 状 態 に衰 えがみ え、 心 身 と もに不 調 で睡 眠薬 の量 も増加 。作 品の 中 におい て は病 的体 験 の記 述 はな

く、 「藪 の中」、 「トロ ッコ」 などが描 か れて いる。

【大正10年7月 頃か ら体調 を崩 し病臥 す る こ とが 多か った 。大 正11年 春 に は関西 や九 州 に旅行 に行 ってい る
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が 、秋頃 か ら健康 が著 し く悪 化 。11月 、 次男 誕生 】

IV期(大 正12-14年 ●31歳 ～33歳)..

健 康 や創 作 意欲 に関 して は小 康 状態 とい え る。 執筆 内容 に変 化が 見 られ、 ア フォ リズ ムaphorism・ 批

評 ・評釈 の執筆 が 多 くな る と ともに、小 説 で は筋 もない 「私小 説」 の よ うな作 品(身 辺 雑 記風 の もの 「保

吉 の手帳 」、 自伝 的 ・告 白風 の もの 「大 道寺 伸輔 の半 生」)な どが 書 かれ始 め てい る。 しか しこの時期 の 芥

川 は 自分 の全 て を さらけ 出 して告 白 してい るので は な く、 「秘密 」 を保持 す る こ とが で きてい た。

【大正12年9月 、関 東大 震災 に遭 遇 。家族 ・家 屋 と もに無 事。 震災 直後 の混 乱 の 中で、 隣近所 の 人 々 と自警

団員 も務 め てい る。 大正14年7月 三男 誕生 。 同年ll月 、 出版 に関す る 問題 を巡 って よか らぬ噂 が流 れ、芥

川 は何 か と心 を痛 め ていた。】

V期(大 正15〈 昭和 元 〉年一昭和2年 ●34歳 ～35歳),

実生 活 の上 では 「神経 衰弱 」 が高 じ、 不眠 が続 くばか りで な く妄 想 知覚 ・妄 想気 分 ・被 害妄想 ・追跡妄

想 ・人物誤 認 ・不安 感 ・恐怖 感 に悩 み、 圧倒 されて いた。 これ は精 神病 理 学的 に見 る と、疑 い もな く分裂

病 的 な世界 で あ り、そ の的確 に して生 き生 き した描 写 を彼 の最 後期 の作 品群 の 中に見 出す ことがで きる。

「玄鶴 山房 」 「点 鬼簿 」、 「盛 気楼 」、 「歯 車」、 「或 阿呆 の一 生」 な どは私小 説 要素(と 病 的要 素)を もっ

てい る作 品で あ り、精神 医学 的 観点 か らは病 者 の体 験 の生 々 しい描 写 とみ え る作 品群 で あ る。 これ らの作

品 と して の評価 は二 つ に分 かれ てい るが 、多 くの批 評 家 は この作 品群 に高 い評 価 を与 えて いる。 この こ と

は、 これ らが単 なる体験 の報 告 や メモで は な く、な お確 かな構 成力 や技 巧 を備 えた 「作 品」 で ある こ とを

証 明 して い る。 また、 この最 後 の年 に、 内容 は奇 想天 外 であ りなが ら、見事 な構 成 を もった 「河 童」 の よ

うな 、「作 品」が 生 み出 され た こ とに も驚 か され る。

【大正15年 、 前年 末 か ら年始 にか けて 「神経 衰 弱」 が 昴 じ 「不 眠 症」 に陥 る。 昭和2年1月 に は義兄(姉 の

夫)が 自殺 。芥 川 はそ の後 、義 兄の借 金 な どの処 理 のた め に奔 走 を余儀 され な くされ、心 身 と もに衰 耗 さ

せ て しま う。4月 頃 か ら心 中 を試 み よ うと した りす る こ と もみ られ て くる。7月 、 自宅 にて服 毒 自殺】

また、福 島 に よる と当時 の 「神経 衰弱 」 とい う診 断は 、現代 で い う神 経 症的 状態 か ら精神 病 的状 態 まで

の幅 広い 諸症状 を含 んでお り、 芥川 の場 合 は1期 及 び 皿期 は神 経症 的症 状 の範 囲、V期 に おい て初 めて精

神 分 裂病 的状 態 が露 わ に示 されて い る とい う。 また、 彼 の診 断 に関 しては 、 「非 定 型」 的 、 よ り正 確 に は

「不 全 型」 の精神 分 裂病 だ ろ う と述べ て い る。 また、芥 川 の実 母 も彼が 生後7ヶ 月の 時 に精 神分 裂病 を発 症

して い る こと も、彼 の生 育歴 に大 きな影 を投 げ かけ ただ けで は な く、発 症 に関 す る不 安 ・恐怖 感 を彼 が抱

か ざる を得 な か った とい うこ とに大 き く影 響 して い る とい われ てい る。

本論 で 取 り上 げ る 「杜 子春 」 は 、上記 の分類 で い え ば 「H期 」、 つ ま り実 生活 で は健康 に過 ご して いた

に もかか わ らず 、精 神病 理学 的 な観 点か らみ る と作 品中 には 「分裂 病的 な体 験」 と見 られ る記述 が多 い時

期 に書 か れた作 品 であ る。確 か に芥 川の 「杜 子春 」 にお いて は、 同時期 の他 の作 品 に見 られる ような彼の

分 裂病 的体 験 か ら生 み 出 され た と思 われ る明 らかな描 写 は ない。 しか しなが らその ような体験 の影響 をま

った く受 けて いな い作品 であ る と も言 い切 れ ない と ころ もあろ うか と思 われ る。

この点 に関す る考 察 は後 に論 じる と して、 この ような病 跡学 的 な観点 か らの見 解 を念頭 に置 きつつ 、次

項 で は、芥 川 の 「杜 子春 」の 分析 に入ろ うと思 う。

5.深 層心理学的観点からの 「杜子春」(芥川龍之介)2}に 関する研究について

物語の舞台は唐の都である。主人公の杜子春は元は金持ちの息子だったが、財を使い果たしてかなり貧
すがめ

しい暮 ら しを してい る。 あ る春 の 日暮 れ に都 の西 の 門の下 で ぼんや りと空 を仰 いで い る と、片 目砂 の老 人

が杜 子 春 の前 で 立 ち止 ま り、 杜子 春 に 「お前 は何 を考 えて い るの だ」 と言葉 をかけ る。杜 子春 が今 晩寝 る

場 もな く困っ てい る と答 える と、そ の老 人は 、今夕 日の 中に立 って地面 に映 った 自分 の影 の頭 の部 分 に当

た る場所 を夜 中に掘 る と黄金 が埋 まって いる、 と伝 えて姿 を消 す。杜 子春 が そ の老 人の 言 う とお りに した

と ころ、宝 の 山を得 て一 晩で 大金持 ち になる。 しか し杜 子春 はその お金 で贅 沢 な生活 を続 け たた め、 とう
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と う三年 目の春 に元の 一文 無 しにな って しまう。 そ こで再 び以前 と同 じ場 所 でぼ んや りと空 を眺め て途 方

に暮 れ てい る と、また片 目砂 の 老人 が ど こか らか や って きて 「お前 は何 を考 えて い るのだ」 と声 をかけ る。

杜 子春 は恥ず か し くてす ぐには返事 が で きなか っ たが、 老人 は親切 そ うに何 度 も繰 り返 し尋 ね るの で、今

晩寝 る場 所 もな く困 って いる と、恐 る恐 る返 事 をす る。 す る と老 人 は、今 夕 日の 中 に立 って地 面 に映 った

自分 の影 の胸 に当 た る場 所 を夜 中 に掘 る と黄 金が 埋 ま ってい る、 と伝 え てそ の場 を去 って い った。 そ う し

て杜子 春 は再 び宝 の山 を得 たの で あるが 、相 変 わ らず 贅 沢 な生 活 を繰 り返 し、 また三年 で一 文無 しに なっ

て しまった。 そ して また杜子 春 は 同 じ場 所 で 片 目砂 の老 人 に 「お前 は何 を考 えて い るの だ」 と問 わ れ る。

杜 子春 が また今 晩寝 る場 所 もな く困 っ てい る と答 える と老 人 は、今 夕 日の 中 に立 って地 面 に映 った 自分 の

影 の腹 の 部分 に当 た る場 所 を今 晩掘 る と黄金 が埋 まって い る、 と伝 える。 だが そ の言葉 を遮 って杜子 春 は

「お金 は も うい らない」 と言い 、 その 理 由 と して、贅 沢 に飽 きたの で は な く金 持 ちの時 には何 か とす り寄

って くるが、 貧乏 に なる と途 端 に踵 を返 す 「人 間 に愛 想 が尽 きた」 とい う。 その ため、 も う一度 大金 持 ち

に なっ て も何 もな らない気 が し、 だ か ら とい っ て貧 乏 して も安 らか に暮 ら してい くこ と もで きない ので 、

おそ ら く仙 人 であ ろ う老 人 の弟子 にな って仙術 の修行 が した い とい う。片 目砂 の老 人 は暫 くは黙 って何 か

考 えてい る よ うだ ったが 、や がて に っ こ りと笑 って 自分 は確 か に仙 人 で ある こ とを告 げ、 「始 め(マ マ)お

前 の顔 を見 た とき、 ど こか物 わか りが好 さそ うだ ったか ら、二 度 まで 大金持 ちに してや ったの だが 、そ れ

程 仙人 にな りたけ れば 、お れの弟 子 に と り立 てて や ろ う」 と快 く願 い を受 け入 れ たの であ った 。

まず 、片 目砂 の老 人(仙 人)が 杜子 春 に 「影の頭 の部 分」 を掘 る と宝 の 山が あ る こと を教 え る とい うこ

とにつ い て考 えた い。仙 人 とは、道教 におけ る不老 不 死 をは じめ とす る様 々 な法 を修 め神 変 自在 の法術 を

有 す る人 であ る(新 村編1995)。 道 教で は 人体 を 「丹 田」 と呼 ばれ る三 つの部 分 に分 け 、上丹 田は脳 の 中

(前額部 中央)、 中丹 田 は心臓 の近 く、下丹 田 は下腹 部(縢 の下)に あ る と考 え られ てい た。 そ して それ ら

は霊薬(仙 薬 、不 老 不死 の薬)を 煉 る場所 と考 え られて お り、 また瞑想 の際 には思 念 を集 中 させ る場所 と

され てい た。

湯浅(1995)に よる と、道 教 にお け る瞑想 の訓練 にお ける意 味 の一 つは、 普段 は外 界 に向 い てい る意 識

の 働 きを上丹 田(前 額 部 中央)に 思 念 を集 中 させ る こ とに よっ て内面 へ と向け か える ことであ る とい う。

この訓 練 を重 ね てい く と、 その流 れが 中丹 田 を通 って 下丹 田 に到 達 し、 そ こ にあ る 「気 」(つ ま り心 的 な

力)の 性 質 が これ まで とは違 う性 質(「 陰」 か ら 「陽」)に 反転 す る。 それ に よって 「中丹 田 の はた ら きを

活性 化 し、 さ らに上 丹 田で休 眠状 態 にあ る潜 在的 本性 の 光 を 目覚 め させ てい く」(湯 浅1995)と い うこ と

で あ る。また道教 にお いて は、心 と体 は とて も深 い関 わ りが あ る と考 え られ てい るた め、その ような 「気 」

を変容 させ る訓練 を通 じて、 「無 意識 の 領域 に潜 在 す る創 造的 です ぐれ た潜在 能 力 を現 実化 し、人格 の 高

い 変容状 態 に達す るこ とがで きる」(湯 浅1995)と 考 え られ てい る。

物 語 にお い ては、 まず杜 子春 の 地面 に映 った影 の頭 の部分 に当た る場所 に、 そ して次 に胸 の部分 に当た

る場 所 に 「宝 」が あ る と仙 人 は伝 え てい る。 しか しなが ら、 地 中か ら出 て きた財 宝 は本 当の 「宝」 なので

あ ろ うか。確 か に、杜 子春 が 手 に した 「宝」 は、現 世 にお いて 一時(物 語 で は三 年 間)の 贅沢 を味 わ うだ

け の財宝 の ように もみ えるが 、 しか し杜 子春 は何 も考 えず にた だ豪遊 したの で はな さそ うで あ る。 杜子 春

は豪 遊 しその 大金 を使 い 果 たす こ と を通 じて、 「人 間 の影 」 に少 しず つ気 付 い てい く。 そ れが 「影 の 中 に

あ る宝」 の正体 で あろ う。 それ は、 一度 目 と二 度 目の杜 子春 の返答 の様 子 に微 妙 な変 化 が生 じてい るこ と

か ら窺 える。 そ して 、遂 に 三度 目に仙 人が現 れた とき杜子 春 は 「影 の 中に あ る宝 」 は必 要 が ない 、「人 間

に愛 想 が尽 きた」 ため に仙 人 にな りたい とい う。 つ ま り、彼 は人 間 と して この世 の 中で生 きてい くの で は

な くて、仙 人 とい う人 間 を越 えた存 在 にな りたい と願 う。 確 か に、 この杜 子 春 の願 い は 「厭 世 的」 「回避

的」 で あ る とい う批 判 もあ るの だが 、む しろ筆 者 は杜子 春が これ まで生 きて きた世界 に愛 想 を尽 かせ た こ

とに よっ て、今 まで の世界 とは全 く異 な った仙 人 の世界 に目 を向 け、そ の世界 で生 きた い と願 うこ とが で

きた と捉 えた い。 も し杜 子春 の願 い が単 に 「厭 世 的」 「回避 的 」 な もので あ っ たな らば 、後 に生 じる数 々

の苦 行 に耐 え るこ とな どで きなか った ので は ないか と思 うの であ る。

ここでの杜 子春 の様 子 を 「視 点 の深 化の 過程 」の 観点 か ら眺 めれ ば、杜 子春 は貧 乏 に なる こ とに よって

仙 人 に出会 い、仙 人 か ら もらった 影の 中 の財 宝 を使 うこ とを通 じて(1考 え方 が変 わ る ようなあ る出 来
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事 が生 じる)、 そ れ まで は意 識 す る ことの な かっ た現 世 にお け る 「人間 の影 」 に気付 くこ とにな り、今 棲

む世 界 とは全 く違 う、人 間 とい う存在 を越 えた不 老不死 の仙 人 にな りたい(仙 人 の世 界 で生 きた い)と 願

う ようにな る(1そ の 出来事 が きっかけ となっ て以 前 とは違 う考 えが生 じて くる)≧ 考 え られ よう。

二人 は蛾眉 山 に行 くが 、老 人 は出 かけ て くるの で帰 って くる までそ こで待 ってい る よ うに杜 子春 に告 げ

る。老 人 は、 自分 の留 守 中 に色 々 な魔 性が 現 れて 、杜子 春 をたぶ らか そ う とす る だろ うが、 決 して声 を出

して はいけ ない 、一言 で も口を利 い た ら仙 人 には なれ ない と覚悟 す る ように、 と言 い残 して去 って い く。

原典 の 「杜 子春 伝」 では杜 子春 は 「畢 山」 に 「歩い て」行 った とな って い るが 、芥 川 の 「杜 子春 」 で は

「峨 眉 山」 に 「仙 人 とと もに飛 んで い く」 とな ってい る。 この違 い につ い ては、 距離 の違 い だけ では な く、

芥 川が 片 目砂の 老人(仙 人)の モ デ ル に した と思 われ る人物 が 峨眉 山 で修行 してい た と伝 え られ てい る た

め とい う説(成 瀬1989)も あ るの だが、筆 者 は それ以 上 に 「峨 眉 山」 とい う場所 は現世 とは地続 きで な

い世 界 、い わば対 極 的 な世 界 を象徴 す る場 所 と して と らえたい。 また、杜 子春 が 一言 もロ を きい ては いけ

ない と言 わ れた 「魔性 」 とい う もの に関 して は、本論 では 自律 的 な 「イメ ー ジ」 と して扱 って論 じて い き

た い と思、う。

ところで物 語 で は、杜子 春 は仙 人か ら魔 性 に対 して 「一言 で も口を きい ては いけ ない」 とい う禁 忌 を与

え られ てい る。 これは修行 と して科せ られ た単 な る 「課 題」 とい う こと よ りも多 くの意味 を秘 め てい る よ

うに感 じられ る。魔性 とい うイ メー ジ に対 して口 を きか ない とい う こ とは、 先述 した道教 の 瞑想 とい う観

点 か らみれ ば、 意識 を内 面 に向 け よう とす る行 為 を邪魔 しよう とす る イメ ー ジ(邪 念)に 惑 わ されな い た

め とも考 え られ る。 また、 イ メー ジ との や りと り(抽 象 的 な対 話 、折衝Auseinandersetzung)と い う観 点

か らみ れば 、最初 に現 れて くる よ うな 目的 や意 味 が不 明 なイ メー ジが意 識 の中 に現 れて くるの を許 容 しつ

つ 、対話 す る相手 の正 体 を見極 め るた め に重 要 な態度(老 松2000)で もあ る と考 え られる。

しば ら くす る と 「そ こに いる のは何 者 だ」 と叱 りつ け る声 が突 然 聞 こえ る。 もちろん杜 子春 は答 えず に

い る と 「返事 を しない と立 ち どこ ろに命 は ない もの と覚悟 しろ」 とい う声 が して、虎 と白い大 蛇 が現 れ暫

く睨み 合い を し、そ して 同時 に杜子 春 に襲 いか か って くる。が 、次 の瞬 間 には両 者 とも消 え去 って しま う。

次 に は、激 しい雷 雨 に見 舞 われ 、真 っ黒 な雲 の中 か ら現 れ た真 っ赤 な火柱 が杜子 春 の頭 に落 ちか か るが、

次 の瞬 間 には元 の 晴れ 渡 った夜 空 が広 が ってい る。 杜子 春 は、 これ らは仙 人の留 守 を(マ マ)つ け込 んだ、

魔 性の 悪戯 に違 い ない と思 って、 漸 く安心 して額 の冷 や汗 を拭 い なが ら再 び岩 の上 に坐 り直 す。

杜子 春 は、峨 眉 山 とい う場 所 で恐 ろ しい 「イ メー ジに圧倒 され る」 のだが 、沈 黙 を守 りこれ ら を 「魔 性

の悪戯 」 とは っ き りと感 じてい る。恐 ろ し く破 壊 的 なイマ ジ ネー シ ョンに圧 倒 され る よ うな状 態 であ る と

きに 「仙 人 にな る」 とい う目的 を繰 り返 し確 認 しつつ 、 それ に必 要 な態度 、 「一 言 で も口 を きか ない」 と

い うこ とを 自 ら意 識 的 に選 択 し実 行 し続 け る こ とは、 「い たず らに破壊 的な イマ ジ ネ ー シ ョンが 溢 れ 出 し

て くるの を強力 に防 ぐ」 ことで もあ り、杜 子春 の 自我 に とって 「とて もたい せつ な守 りと して機 能 してい

る」(老 松2000)こ とに もな って い るので あ る。

この ような峨眉 山での体 験 は これ までの 現世 とは全 く違 う 「体 験」 で あ った に違 い ない。現 世 では 、杜

子春 は 「元 は金持 ちの息子 だっ た」が 「財 を使 い果 た して貧 しい暮 ら しを して いた」 人物 で あ る。何 か 目

的 を持 って生 きてい た とい う よ りは、 お そ ら く目的 もな くた だ何 とな く日々 を過 ご して いた であ ろ う。そ

の よう な杜 子春 が 、峨 眉 山 とい う現 世 とは 地続 きで ない、 い わ ば現世 とは対 極 的 な場所 で 「仙 人 に なる」

とい う 目的 の も と、次 々に襲 っ て くる イメー ジ と対 峙 し、 自ら意 識 的 に 「口 を きか ない」 とい う態 度 を選

択 し実行 してい る。 これを 「視点 の深 化の 過程 」 とい う観点 か ら眺 めれ ば 「nI以 前 とは違 う考 えが さら

に発 展 す る」 とい う状 態 に相 当 す る よう に感 じられ るが、 こ こで は 「仙 人 に な りたい とい う考 え(「 以 前

とは違 う考 え」)」が 「単 なる 願望 と して終 わ るの で は な くイ メ ー ジ との や りと り(折 衝Auseinander.

setzung)を 招 くよう な もの と なって い く(「 さ らに発 展 す る」)」とい う状 態 とい え よう。
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次 に は、 三叉 の 戟 を手 に した神 将 が現 れ そ の戟 先 を杜子 春 に向 け て 「こら、 そ の方 は 一体 何 物(マ マ)

だ。 … さあ命 が惜 しか った ら、一刻 も早 く返答 しろ」 と言 うが 、杜子 春 は黙 っ てい たた め、神 将 は怒 って

杜子 春 を突 き殺 して しまった。

こ こで も杜 子春 は 自 らの意志 を もって頑 な に対 話 を拒 ん だた め に、神将(と い うイメ ー ジ)に 殺 される

こ とにな って しま う。 老松(2000)は ア クテ ィヴ ・イマ ジ ネー シ ョンにおい て、 自我 が イ メー ジに対 峙 す

る際 に 「何か行 動 を起 こす にせ よ、暫時 じっ と見 守 る にせ よ、選択 、決 断、実 行 にお い ては 自我の 力量 が

問 われ る」 と述べ て いる。 ここで現 れ て きた神 将(と い うイ メー ジ)は 、杜子 春 の 自我 が さら に深 い レベ

ルで の イ メージ との対 話が で きる強 さを有 してい るのか とい うこ とを試 す存在 で あ り、杜 子春 は神 将 の脅

しに も屈 せ ず に黙 って い た ため そ の 自我 の 強 さが認 め られ た と考 え られ る。 その 結 果杜 子 春 は殺 され、

「魂」 とな って さらに深 い ところへ と降 りて い くので あ るが 、 これ は 「個 人 とい う次 元 を越 え て」 さらに

深 い 「元型 的 な イメー ジ との対 話 」 を可 能 にす るこ とで もあ る。

杜子 春 は死 に、彼 の魂 は地獄へ と下 りて行 き、森羅 殿 とい う閻魔 大 王が い る御 殿 にや って きた。杜 子春

は閻魔 大王 に峨 眉 山の上 に座 って いた理 由 な どを尋 ね られ るが、 ここで も決 して 口 を開か なか った為 に閻

魔 大王 の怒 りをか い、地 獄 のあ らゆる責苦 に遭 わ され るこ とに なる。 しか し杜 子春 は我慢 強 く、 じっ と歯

を食 い しばっ た まま、決 して口 を開 かな か ったので あ った 。

「魂」 とい う存在 にな った杜子 春 は閻魔 大 王 に会 うが、 ここで も自 らの 意志 で 口 を開か なか った ため に

「地獄 の 責苦 」 とい う恐 ろ しい イ メー ジ に圧倒 され、 自 らの 身 を もっ てそ れ ら を 「体験 」 してい る。 この

よ うな中で も杜 子春 は決 して口 を開 かず 、 自 ら意識 的 に選択 した態度 を維 持 し続 けて いた ので あ る。

この様 子 に業 を煮 や した 閻魔 大王 は、 つ いに畜 生道 に落 ち馬 の姿 とな ってい た杜 子春 の 父母 を連 れて き

て、杜 子春 の 目の前 で その二 頭 の馬 を鉄 の鞭 で打 ちのめ し始 めた 。杜 子春 が必 死 にな って 、仙 人 の言 葉 を

思 い 出 しなが ら堅 く目をつ ぶ ってい る と、彼 の耳 に、 杜子 春が 幸せ になれ るの な ら、私 た ち(両 親)の こ

とは心 配せ ず に、大 王が なん と言お うと言 いた くな い こ とは黙 ってい た らいい 、 とい う母 のかす か な声が

伝 わ って くる。 杜子 春 は思 わず 目をあ き、傷 つ き倒 れ込 んで い る一匹 の馬 が悲 しそ うに彼 の顔へ 、 じっ と

目 をやっ てい るの を見 た。 そ して、 金持 ち の時 には何 か とす り寄 って くるが、 貧乏 に なる と途端 に踵 を返

す 人 とは違 う、母親 の有 り難 い志 、健 気 な決心 を感 じ、仙 人 の戒 め も忘れ て、 転ぶ ように その馬 の側 に駆

け よ り、半 死の 状態 の馬 の頸 を抱 い ては らは らと涙 を流 しなが ら 「お母 さん」 と一言 叫 んだの であ っ た。

一 向 に口 を開か ない杜 子 春 に対 して
、 閻魔 大王 は 「最後 の手 段」 を用い て杜子 春 を試 そ うとす る。 そ の

「手段」 は、 「畜 生道 」 に落 ちて い る 「杜子 春 の 父母」 を杜 子春 の 目の 前で 「鉄 の鞭 で打 ちのめす 」 とい う

残 忍 な手段 で はあ るが 、閻魔 大 王の真 の ね らい はそ の光景 に杜 子春 が どの ような態 度 を とるか、 す なわ ち

黙 り続 けて い るのか 、そ れ と も誰 か に口 を き くのか 、 とい う ことだ った と考 えて よか ろ う。

杜 子春 は両親 が痛 めつ け られ てい る様子 を 目の 当 た りに して も、仙 人の戒 め の言葉 を思 い 出 しなが ら堅

く目をつぶ って耐 えてい たが 、母 親 か ら伝 わって きた 言葉 に対 してつ い に口 を開 く。 しか し、杜子 春 が と

った この行動 は、情動 に振 り回 され た結果 生 じて しまっ た もの で は決 して ない。 杜子 春 は、黙 ってい た ら

い い 、 と言 わ れた の に敢 えて 口 を開 いた の で あ り、 これ は 自分 の 心 の 中 に沸 き起 こった 情動 を きち ん と

「感 じ」 た上 で、 自らそ の情 動 に 身 を任 せ て行 動 す る とい う 「選択 」 を した と考 え られ る。

こ こでの杜 子 春 は、父 母が痛 めつ け られて い る姿 を 目の 当 た りに し、一刻 で も早 く口を聞 いて それ を止

め させ るべ きなのか(し か しそ の結果 仙 入 には なれず 、以前 と同 じ人 間の世 界 に戻 り、以 前 と同 じよ うな

生 活 を しなけ れ ばな らない)、 それ と も人 間 を越 えた存 在 で あ る仙 人 にな る とい う 目的 の ため に黙 ってい

るべ きか 、 とい う二 つの 思い に引 き裂 かれ そ うな状 態 で あ った に違 い ない。 これ は 「視 点 の深 化 の過程 」

で い えば 「IVIが 生 じる以 前 の考 え とそれ とは違 う考 え の両方 が併 存 す る」状 態 に相 当す る とい えよ う。
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そ の声 に気 がつ い てみ る と、 杜子 春 はや は り夕 日 を浴 び て、峨 眉 山 に行 く前 と同 じ く、 洛 陽の西 の 門の

下 にぼ んや りと停 んで い るの だ った。 片 目砂の 老人 は微 笑 み を含 み なが ら、杜 子 春 に とて も仙 人 には なれ

ない だ ろ う と告 げるが 、杜 子春 は 「なれ ませ ん。 なれ ませ んが 、 しか し私 はなれ なか った こと も、反 って

嬉 しい気 が す るの です 」 と答 え る。 「い くら仙 人 にな れた ところが 、私 はあ の地獄 の 森 羅殿 の前 に、鞭 を

受 け て いる父母 を見 ては黙 っ てい るわ け には行 きませ ん」 とい う杜 子 春 に対 して、 老 人は 「も しお 前が 黙

って いた ら、 おれ は即座 にお前 の命 を絶 って しまお う と思 っ てい たの だ」 と言 う。

仙 人の 「も しお前 が 黙 ってい た ら、 おれ は即座 にお前 の命 を絶 って しまお う と思 ってい たの だ」 とい う

言 葉 か ら、杜子 春 の 「選択」 は正 しい もの であ っ た ことが分 か る と同時 に ここで の選択 を誤 る ことは ま さ

に致命 的 な もので あ った こ とが分 か る。

最後 の場 面 に関 して は、 杜子 春が 言葉 を発 せず に愛 の試 験 に 「合格 」 した と して も仙 人 に は させ ず、 死

を もって罰 しよう と した とい う仙 人 の 「エ ゴ イス ト」 とい う批 評 もある。 しか し、筆者 は仙 人 とい うの は、

杜 子春 が 最:も重 要 な宝 を獲 得す るた め に必 要な 「修行 」(そ れ は イ メー ジ との対 話 にお け る選択 を誤 れ ば

命 さえ も奪 われ る よ うな 「修 行」)へ と誘 う存 在 だっ た よ うに感 じ られ るので あ る。

そ して老 人 は、今 後 どの ように な りたい か、 と問 うが、 杜子 春 は、今 まで にな い晴 れ晴 れ と した調 子 で

「何 にな って も、人 間 ら しい、 正直 な暮 ら しをす る つ も りで す」 と答 え る。 老 人 は、 その 言葉 を忘 れ な い

ように、 そ して も う二度 と彼 の前 には現 れ ない 、 と言 って去 ろ う と し、最後 に老 人 が もっ てい た一軒 の家

と畑 を杜子 春 にや ろ う、 と付 け加 えて去 って い ったの であ っ た。

杜子 春 は峨眉 山 に行 く前 と全 く同 じ場所 にい る。周 りの世界 も変 わって い ない。 しか し、 杜子 春 の心 の

中は変 わって い る。そ して 、峨 眉 山に行 く前 には厭 って い た 「この世」 を 自らの意 志 で生 きるこ とを老 人

に伝 えて い る。

杜子 春 は仙 人 にな る とい う目的 の も と数 々の苦 痛 に も耐 え、 自 ら意識 的 に 「ロ を きか ない」 とい う態度

を選択 し続 けてい たが 、最 後の場 面 で は、 口 を開い た ら元 の 人 間の世 界 に戻 って しまい仙 人 になれ ない と

い う ことを確 か に意識 しつ つ も、 その上 で 自らの意志 で 口 を開 く、つ ま り仙 人 には なれず に元 の人 間の 世

界 に帰 って くる とい う選択 を したので あ る(「 一 方 の考 えが 内 に存 在す る こ とを意 識 した上 で他 方 の考 え

を 自 らの意 志 で選択 す る」)。その結 果以 前 と全 く同 じ場所 に戻 って きたが 、杜 子春 の 内面 は変化 してお り、

また何 か紆余 曲折 のあ るか も しれな い今後 の生活 を新 た なる気 持 ちで生 き抜 こ う と決 意 して い る(「 また

新 た な視点 の深 化 の過程 の 出発 点 に立 つ」)。これ は 「視 点の 深化 の過 程」 とい う観点 か ら見 れば 「V一

方 の考 えが内 に存 在す る こ とを意識 した上 で他 方 の考 え を自 らの意志 で選 択 す る と同 時 に、 また新 た な視

点 の深 化の 過程 の 出発 点 に立 つ」 状態 に相 当 す る と考 え られ よ う。

とこ ろで 、杜 子春 が仙 人 に なる ため の修 行 を通 じて得 た もの は、 この物語 の前半 部分 で杜 子春 が 三 回目

に老 人 にあ った際 に、 自分 の影 の腹 の部分 に当 た る場 所 にあ っ たであ ろ う宝 を得 ない で断 っ たこ と と関係

して い ない だろ うか。先 述 した ように 、道教 で い えば 「腹 部」 は 「下丹 田」 と呼 ばれ、 三丹 田の 中で も一

番 基礎 的 な部分 で あ り最 重 要の部 分 と見 な され てい る。 この 「下 丹 田」め 「宝」 に関 して は、財 宝 で はな

く 「仙 人 に な りた い」 と言 った杜 子春 は、修行 を通 じてそ こにあ る 「宝 」 を得 る ことが で きたので あ る。

これ らの こ とをま とめ る と、 主人 公 であ る杜子 春 は、貧 乏 に なる こ とに よって片 目砂の老 人(仙 人)と

出会 い、仙 人 か ら もらった財 宝 を使 い果 たす こ とを通 じて(「1」 に相 当)、 この世 で生 きる こ とを厭 い仙

人 に な りたい と思 い(「H」 に相 当)、 その結 果 この世 とい う現 実 世界 とは全 く違 う、対 極的 に位 置 す るイ

メー ジの世 界 に入 り込 んで い く(「m」 に相 当)。 そ して、 イメー ジ との対 話 を続 ける こ とに よって さらに

奥 深い イメー ジの世 界 に入 り込 んで い くが、 つい には馬 に姿 を変 え られた 両親 が ひ ど く痛 めつ け られ る姿

を見せ られる こ ととな る。 そ こで杜子 春 は父 母 を犠牲 にまで して仙 人 に な りたい とい う自分 の意 志 を貫 く

べ きか、 そ れ と も両 親 を助 け るた め に仙 人 にな る こ とは諦 めて元 の世界 に戻 って元 の生活 を送 るべ きか 、

とい う引 き裂か れ る よ うな思 い を抱 くが(「IV」 に相 当)、 母親 の声 を聴 き自分 の意 志 で口 を開 くこ とを選

択 し、 元の 世界 に戻 って くる。 しか しなが ら、以 前 と全 く同 じ世 界、 同 じ場 所 に戻 って も杜 子春 の 内面 は
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変 わ って お り、 今後 はそ の世 界 で 「人 間 ら し く正 直 に」生 きる こ とを仙 人 に伝 え てい る(「V」 に相 当)

とい うこ とに なろ う。 この よ うに考 える と、杜 子春 は 「無意 識 の水準 に よ り近 い」 水 準で の 「視点 の深 化

の過 程」 を自 ら生 き抜 い た人物 だ と言 え るので はな いか と筆者 には感 じられ るので あ る。

6.お わ りに

最 後 に なるが 、芥 川が 「杜 子 春」 を通 じて描 い て しま ってい る もの につ いて 言及 したい。 先 の 「4.芥

川龍 之介 に関 す る病跡 学 か らの研 究 につ いて」 で触 れ た よう に、 この作 品が書 か れ たの は 「実 生活 で は健

康 に過 ご してい た に もか かわ らず 、作 品 中に は精神病 理 学 的 に観 点 か らみ る と 『分 裂 病的 な体験 』 と見 ら

れ る記 述 が 多 い時 期」 で あ る。 しか し、 「分 裂 病 的 な 体験 」 の記 述 が見 られ る と されて い る作 品の 中 に

「杜子 春 」 の名 は挙 げ られ て い ない。 確 か に 「杜 子春 」 で は 「分 裂 病 的 な体験 」 の明 らか な記 述 は み られ

ない 。 しか し 「杜 子春 」 の作 品 におい ては 、恐 ろ しい イ メージ に圧倒 され なが ら も確 固た る 自我 を維持 し

続 け、そ の よ うなイ メー ジ と対 峙す るこ とを通 じて 大切 な何 か を得 てい くとい う ような芥 川の 「凄 ま じい

内的 体験(分 裂 病 的 な体 験)」 その もの が漏 れ出 て しま ってい る よ うに感 じられるの であ る。

この時期 に、偶 然童 話 の執筆 を依 頼 され た とはい え、 オ リジ ナル な作 品で は な く、 多 くの漢 文学作 品の

中か ら 「杜子春 伝」 を題 材 と して選 び、 この よ うな 「杜子 春」 を創 り上 げた こ とは、 全 くの偶 然で 片づ け

られ るの であ ろ うか。

今 の筆 者 には、 当時 の芥 川が 彼 自身の 無 意識 の声 を聴 い て 「杜子 春伝 」 を選 び 「杜子 春」 を書 い て しま

った 、 と しか 言 い ようが ない。 芥川 は 自分 自身 の 自我 の 問題 を 「杜 子 春」 を通 じて描 か ざる をえ なか った

ので あ り、そ れ を描 くことに よ って彼 自身 が(一 時 的で あ った か も しれ ないが)癒 されて いた ように も感

じる。 また、穿 った見方 をす れば全 くの オ リジナル の作 品で は ない こ とが 臨床 心理 で い う 「枠 」 とい う守

りの働 きをは た してお り、 その 「枠」 が あ った か らこそ芥 川 は 自身 の 「分 裂病 的 な内 的体験 」 の一部 始終

を 「杜 子春 」 とい う主 人公 を通 じて 「無 意識 の うち に」描 い て しまう こ とが無 事 にで きた ので は ないか と

も思 われ るの であ る。

本研 究 では 、無意 識 の水準 に よ り近い 「視 点 の深 化 」 の一連 の過 程 を芥 川の 一作 品 の中 に見 出 した こ と

に なる。今 回 は芥 川の 「杜 子春」 とい う文 学作 品一例 しか取 り上 げ られか ったが、他 の芸術作 品 を通 じて

現 れ て くる 「視 点 の深化 の過程 」 につい ては今 後 の研 究課題 と した い。

<注>

1)疾 患名schizophreniaは2002年 より 「統合失調症」 と(日 本語訳が)変 更 されたが、本論文では先行研 究で用い

られている 「(精神)分 裂病」 とい う旧来の用語 をそのまま用 い、混乱 を避けるために も筆者 も旧来の用語 を

用いて論 じていることをお断 りしてお きたい。

2)論 文中に引用 した 「杜子春」の本文は 『蜘蛛の糸 ・杜子春』(新 潮文庫1986)に よった。
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AStudyon"thePr㏄essoftheDeepeningViewpoint"

inLightofDepthPsychology

一from"Toshishun" byA:KUTAGAWARymosuke一

ISHIKAWAYuka

Basedonmypaststudies,includinginterviewswithsixmothersrearlnghandicappedchildren,Ihave

defined" .thepr㏄essofdeepeningviewpointsし 噌asapr㏄essbywhichapersonlooksintohisofherinnersidemore

deeply,discoversbipolarthoughtswithinandselectsoneofthemus重nghis/herownwi11,whileacknowledgingthe

existenceoftheotherthoughしInmyview,thispr㏄edureconsistsoffivestepsandfbllowsacircularandspiral

track,notalinearone.

Ifthispr㏄esscanbefbundatboththeconsciousandtheunconsciouslevelsinpeople'sminds,itislikely

tobefbundaswe旺noton垂yaUherelativelyconsciouslevelbutalsoattherelative蓋yunconsciousleveLHowever,

inpaststudiesitseemsthatIhaveonlydealtwiththewayofmanifbsting'「thepr㏄essofdeepen量ngviewpoints"

foundatthere且ativelyconsciousleveLInthisstudy,therefore,Iintendtodiscussdlisprocessfbundattherelatively

unconsciousleveland,byanalyzingliteraryworks,examinetheway重nwhichitismanif6sted.

InthisstudyItakeup「'Toshishun"byAKUTAGAWARyunosukeandtrytoanalyzeitfromthe

viwpointofdepthpsychology.Inthecourseofthestudy,Iexaminehow"thepr㏄essofdeepeningviewpoints"is

describedinAKUTAGAWA'sstory,especiallyhowthediscourses(negotiations)betweentheleadingcharacter

Toshishunandthe"image"aleportrayed,andwhatmeaningthesediscourses(negotiations)have.

Inaddition,Iwill爬fertothementalconditionofAKUTAGAWAduringtheperiodinwhichthiswork

waswri飢en.IalsodiscusswhyAKUTAGAWAwrotethisstoryatthattimeandwhatheunconsciouslyexpressedin

thesto琢;.thatis,whaピ'leaked"intothework.Lastly,IconcludethataninteriorexperienceofAKUTAGAWA,

namelyhis"pr㏄essofd6epeningviewpoints,"isdeschbedinhis「'Toshishun,"


